
草刈りの作業手順(規制無し)
・本線盛土のり面等の草刈作業(肩掛け式草刈り機使用)

作業打合わせ(KY活動) 安全作業指示書による
作業位置の確認 発生草搬入場所の確認も行う
作業人員の確認 作業分担・配置の確認
使用機械・工具の点検 機械・器具の不備はないか始業前、終業後点検の励行

2023.4追記刈払機のヘッドとシャフトの連結部は必ずレンチにてゆるみ等がないか
確認する。

保護具の確認 防護メガネ・肩掛けバンド等
飛石防護ネットの確認 ネットの破れの有無、単管・クランプ等固定金具の確認

飛石防護ネットの運搬前の積載状況確認（ロープ掛け等落下防止対策）
作業前にケーブル露出箇所の確認 露出ケーブルの周りは手鎌等にて人力で刈り取る。

露出ケーブルは、注意看板又はスプレー等で明示し、刈り手に場所を説明
危険物(ゴミ等)の除去 不法投棄による危険物は前もって除去する

肩掛け式草刈り機にて刈り込み 飛石が無いように草刈り機の刃を６０枚刃（チップソー）を使用する。

刈り手、寄せ手の作業間隔を５ｍ以上開ける
刈り手は、保護メガネを着用
手鎌による刈り込みは、耐切創用の手袋を使用する。

刈り倒した草を寄せ集める のり面等の急な斜面は足元確認（滑り止め付きシューズの使用）
パッカー車及びトラックに積込み 車両は安全な場所に駐車する

トラック積込みは荷台に人が乗って移動しない
パッカーの場合は、パッカー車積み込み作業手順書による

排水溝内、積込み箇所の清掃 排水溝内に刈った草はないか確認する
積込後の草が散乱してないか確認する

指定された場所へ運搬する 遠距離を回送するので速度充分注意
トラックの積荷確認、バッカー車のゲートロック確認確実実行

終礼の実施 ヒヤリ・ハットの実施

注意事項

のり面での親綱の設置は、Gr支柱・遮音壁支柱への添加や鋼杭を打込んで親綱を設置する
作業員が墜落する恐れのある箇所は、高所作業車を使用する
発生草は指定された場所以外への搬入禁止
刈り手は保護具(防護メガネ、肩掛けバンド)を確実着用
無断で民地へ立ち寄らない

2023.4追記 ブレード等を交換した際はレンチにて確実に締め付けられていることを確認すること
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準備工

作業開始

ケーブル確認
危険物の除去

肩掛け式草刈り機は、肩掛けバンドを使用し自分に刃が当たらないように
気をつける。なお、飛石等により第三者被害を及ぼす可能性のある場合
は、防護ネットを使用する。刈込み及び草集め

積込み

仕上げ

草運搬

作業床が地表より2.0m以上及び危険性のある高さに関しては、事前に親綱を設置し安全帯を使用する。
また、40度以上の斜面で高さが2ｍ以上の箇所での作業は、「ロープ高所作業」の特別教育を受けた作業
員が行うものとする。のり面では上下作業にならないようにする。

夏季は、ハチ注意(殺虫剤・ポイズンリムーバーの携帯)。また、野生の動物や虫にはむやみに触れない。
猫に噛まれ感染症になった事例有り。

本線・ランプ・歩道近接部及び一般道路等で飛石等により第三者被害を及ぼす可能性のある場合は　トリ
マー式草刈機にて施工する
振動工具を使用する際は、決められた作業時間及び休憩時間を厳守すること


